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Abstract 

This study was done to examine how the feeling of 
nostalgia comes to mind. Recent studies have shown 
that people feel nostalgia following encountering 
pictures, music, and others in former times. Moreover, 
nostalgia often accompanies the retrieval of 
autobiographical memory. However, little is 
understood how the feeling of nostalgia emerges and 
what kind of process underlies nostalgia. Especially, 
studies ever done were almost questionnaire studies, 
and they examined only conscious or reflective 
process and didn’t tap the fast-developing 
characteristic of nostalgia. In this study, we tried to 
elucidate the process of nostalgia using RT measure 
with popular music in last 15 years as stimuli. 
Participants listened to music and were required to 
press a space bar immediately when they feel nostalgia 
and when they retrieved any autobiographical memory. 
The results showed that RT of nostalgia was faster 
than that of retrieval of autobiographical memories. 
This suggests that the process of feeling nostalgia 
doesn’t need the retrieval of autobiographical memory. 
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1.	 はじめに	 
	 人が過去のものに出会うとき，強いなつかしさ

（ノスタルジア）1を感じることがある．このよう

ななつかしさ感情はどのようなメカニズムで表れ

てくるものであろうか．本研究は，なつかしさ感

情の生じるメカニズムを実験的に解明しようとし

たものである． 

	 もともとノスタルジア(nostalgia)とは，nostos 

(return)と alogos (pain)の組み合わせによる造語で

あり，故郷をなつかしむホームシックに近い意味

                                                   
1 なつかしさ感には，個人的体験に基づくものと，基
づかないもの（社会的なつかしさ）があるが，本研究で

は個人的なつかしさを扱っており，表記上，ノスタルジ

ア(nostalgia)となつかしさは同義で扱っている． 

で，病気を表す用語として用いられたが

（Hofer,1688），近年は人がふつうに感じる感情と

して捉えられるようになってきた．またなつかし

さ感情は，単に快あるいは不快という２分法で分

けられるものではなく，その両者が複雑に絡み合

った感情であると考えられる．これまで消費者行

動の研究文脈で，ノスタルジアが購買行動にどの

ように影響するかといった点は研究されてきたが

(e.g.,堀内圭子, 2007)，ノスタルジア感情そのもの

が生じる心理的メカニズムについては，ほとんど

研究されてこなかった． 

	 	 数少ない研究のうち，最近の質問紙や自由記述

を用いた研究からは，ノスタルジアの特徴として，

どちらかと言えばネガティヴな状態の時に生じや

すく，ノスタルジア感情を感じた状態はポジティ

ブであること，過去の自伝的記憶を伴うことが多

いこと，日常しばしば生じる感情であること 

(Wildschut et al., 2006)，また PTSDなどの心理的危

機に対する回復力（レジリエンス，resilience）と

関係がある(Zhou et al. , 2008)といったことなどが

示されてきている（川口，2011）．ただ，それらの

研究でもどのようなメカニズムで生じるのかはま

ったく明らかにされていない． 

	 	 本研究では，なつかしさ感情の生起メカニズム

を明らかにする研究の一環として，実験的になつ

かしさ感情を作り出し，その状態での心理的特性

を明らかにすることを目的としたものである．す

でに述べたように，なつかしさ感情を感じること

と自伝的記憶の想起には関連があると考えられる

が，なつかしさ感情を感じたときはいつも自伝的

記憶を想起しているかどうか，なつかしさ感情生
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起は自伝的記憶想起に先立つのかあるいは時間的

に遅い生起なのかといった点は明らかではない．

そこで，本研究ではこれまで用いられてきたなつ

かしさ感の評定だけでなく，どれくらいの速さで

生起するかを，実験的になつかしさ感情を生起さ

せ，その反応時間を測定することで検討した． 

2．方法 
	 	 本研究では，参加者に過去 20年間のヒット曲を

呈示し，なつかしさを感じたら反応キーを押すと

いう課題，および自伝的記憶を思い出したら反応

キーを押すという課題を実施した．同時になつか

しさの強さ，自伝的記憶の詳細さ，曲を知ってい

るかどうかに関する評定を行った．また，なつか

しさ反応時間，自伝的記憶想起反応時間を同時に

測定することは困難なため，約半年間の間隔を開

けて，同一参加者に実施した． 

 実験参加者 
	 	 大学生，大学院生 17名． 

 刺激	 

	 	 本研究では，なつかしさ喚起刺激として音楽刺

激を用いた．音楽刺激は自伝的記憶喚起の効果が

高いとされているためである(Janata, 2009)．具体

的には，1989年から 2008年のヒット曲を 100曲

用意した．またなつかしさ感を感じないと予想さ

れるが，最近の曲で何らかの自伝的記憶を想起す

る可能性のある曲として 2010年のヒット曲 20曲

を用意した．各曲から最も特徴的だと思われる部

分を 7sec間抽出し音楽刺激とした． 

 手続き	 

	 なつかしさ感情喚起段階	 

	 	 各試行では，実験参加者は各曲を呈示され，な

つかしさ判断段階では，なつかしさ感を感じたら

すぐにスペースバーを押すことを求められた．各

曲の呈示時間は 7秒であった．両段階ともに，曲

の終了後，なつかしさ感評定（なつかしさ感情の

強さ），熟知性評定（曲を知っているかどうか），

自伝的記憶評定（自伝的記憶の詳細さ）をおこな

った（7件法）．曲の呈示順序はランダムであった． 
	 自伝的記憶想起段階	 

	 	 なつかしさ感情喚起段階の約 6ヶ月後に実施さ

れた．各試行では，実験参加者は過去の自分の出

来事を想起したらすぐに，スペースバーを押すこ

とを求められた．それ以外はなつかしさ感情喚起

段階と同じであった． 

3.	 結果	 
	 	 なつかしさ判断および自伝的記憶想起の反応時

間を Figure 1に示した．平均 RTはなつかしさ判

断は 2455msec，自伝的記憶想起は 2884msecであ

った．刺激年および反応の種類（なつかしさ・自

伝的記憶）の 2要因分散分析を行ったところ，刺

激年の主効果，反応の種類の主効果，刺激年×反

応の種類の交互作用，いずれも有意となった(すべ

て p<.01)．刺激年の主効果は，多重比較の結果，

最も新しい 2010年の曲に対する反応が最も遅か

Figure 1. Mean RT of nostalgia and autobiographical 
memory as a function of year of songs.  
Nostalgia: Nostalgia judgment phase, 
Autobiographical Memory: Autobiographical Memory 
judgment phase. 

Figure 2. Mean of nostalgia rating as a function of year 
of songs with nostalgia and autobiographical memory 
judgment phase.  
Nostalgia: Nostalgia judgment phase, 
Autobiographical Memory: Autobiographical Memory 
judgment phase. 
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ったことによるものである．また反応の種類の主

効果が見られた．これは，なつかしさ判断の方が

自伝的記憶想起よりも反応が速いということを示

している．また，なつかしさ反応と自伝的記憶想

起反応との間の交互作用は，最近の曲（特に 2005

年以降）について，なつかしさ判断と自伝的記憶

想起の反応時間には差がないが，より以前の年代

の曲に対してはなつかしさ判断の方が速いという

ことを示すものである． 

	 	 各曲の年代ごとのなつかしさ感評定結果を

Figure 2，曲の熟知性評定を Figure 3，を自伝的記

憶評定 Figure 4に示した．参加者は同一刺激に対

して約半年の間をおいて 2回行っているので（な

つかしさ判断段階，自伝的記憶想起段階），それぞ

れの段階でなつかしさ評定，曲の熟知性評定，自

伝的記憶評定を行っており，評定値は 2回測定し

ていることになる．3つの評定値ともに，なつか

しさ判断段階，自伝的記憶想起段階という 2段階

の評定間には違いはみられなかった．そのため，

以降の分析では 2つの段階の評定平均値を分析に

用いた． 

	 	 次に，3つの評定値間の相関は，なつかしさ評

定値と熟知性評定値間(.467)，なつかしさ評定値と

自伝的記憶評定値(.561)，熟知性評定値，自伝的記

憶評定値(.509)，いずれも有意となった．これは，

知っていると感じる曲の方がなつかしさ感が高い，

なつかしさ感が強いと自伝的記憶を想起している

という関係があることを示している． 

	 	 各評定値と刺激年の相関を求めたところ，なつ

かしさ評定値，熟知性評定値，自伝的記憶評定値

に対し，それぞれ.216, .041, .056であり，なつかし

さ評定値とのみ有意な負の相関がみられた．刺激

の年代が古くなるにしたがってなつかしさが増す

ということを示している． 

	 	 なつかしさ反応時間と各評定値との相関をみて

みると，なつかしさ評定値，熟知性評定値，自伝

的記憶評定値に対して，それぞれ-.415, -.394, -.308，

各評定値と自伝的記憶想起反応時間との相関は，

それぞれ-.354，-.337，-.439で，いずれも有意であ

った．なつかしさが強く，よく知っていて，自伝

的記憶を想起しやすい刺激に対する反応は速いと

いうことを示している． 

4.	 考察 

	 	 本研究は，なつかしさ感がどのような機序で生

じてくるかを明らかにすることを目指すものであ

った．なかでも，一般になつかしさを感じる刺激

を処理する際には，自伝的記憶も同時に強く想起

されると考えられている点に着目した．すなわち，

これらの研究は主に評定を用いた研究であり，十

分に時間が経過し，なつかしさも自伝的記憶も想

起可能な状態で測定した評定データにもとづく研

究である．一方，情動処理が無意識的に生じる場

合があることをふまえると(e.g.,Izard, 2009; 

LeDoux, 1996)，昔の刺激に出会った際に急速に立

Figure 3. Mean of autobiographical memory rating as a 
function of year of songs with nostalgia and 
autobiographical memory judgment phase.  
Nostalgia: Nostalgia judgment phase, 
Autobiographical Memory: Autobiographical Memory 
judgment phase. 

Figure 4. Mean of familiarity rating as a function of 
year of songs with nostalgia and autobiographical 
memory judgment phase.  
Nostalgia: Nostalgia judgment phase, 
Autobiographical Memory: Autobiographical Memory 
judgment phase. 
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ち上がるなつかしさ感情は必ずしも意識的

処理を介していない可能性がある．なつかし

さ感情の生起機序を考えた場合，ある刺激に

対して，自伝的記憶が想起され，それによっ

てなつかしさ感情が生起するのか，あるいは

なつかしさ感情が生起することによってそ

れがトリガーとなり，自伝的記憶が想起され

るのかは明らかでなかった．またそのような

機序を検討する方法も提供されてこなかっ

た． 

	 	 そこで，本研究では，なつかしさを感じる

反応時間および自伝的記憶を想起する反応

時間を測定することによって，時間的な関係

を明らかにしようとした． 

	 	 その結果，評定結果においては，なつかしさ

と自伝的記憶評定間に有意な相関がみられ，な

つかしさ感と自伝的記憶想起の両者には強い

関係があることが明らかとなった．これは先行

研究と一致するところである(e.g., Janata, Tomic, 

& Rakowski, 2007)． 

	 一方，反応時間についてみると，全体として

なつかしさ判断の方が自伝的記憶想起よりも速

かった．特に 2004年以前の刺激に対しては，一

貫してなつかしさ反応の方が自伝的記憶想起よ

りも数 100msec速く生じていることがわかる．

今回は音楽という刺激を用いているため，それ

がどのような曲であるかがわかるために数秒かか

ることを考えると，2秒強でなつかしさを感じる

のはかなり速い段階で感じていると考えられる．

この反応時間となつかしさ感情評定値，自伝的記

憶評定値との相関はともに有意であったが，散布

図(Figure 5, 6)からわかるように，なつかしさ評定

値との相関の方がやや高く，なつかしさを最初に

感じた時点では自伝的記憶想起の影響は少ないの

ではないかと考えられる．なつかしさ判断反応時

間を目的変数とし，なつかしさ評定値，自伝的記

憶評定値を説明変数とする重回帰分析を行ったと

ころ，標準偏回帰係数はなつかしさ評定値では

-.545，自伝的記憶評定値では-.094となり

（R2=.354），どれくらい速くなつかしさ感情が生

起するかには自伝的記憶想起は必ずしも強い絵今

日は与えていないことが考えられる．ただ，これ

らの評定は 7secの曲を聴取後実施したものであり，

2~3secでなつかしさを感じた時点での過程その

ものを十分に反映しているとはいえず，今後の検

討が必要である． 

	 	 これらの結果は，これまで評定法のみで行われ

てきた研究で示されてきた，なつかしさ感と自伝

的記憶との間に強い関係がありなつかしさの喚起

には自伝的記憶が伴うという知見とは少し異なる

結果である．すなわち，ある程度時間が経過すれ

Figure 5. Nostalgia RT plotted against nostalgia rating. 
Nostalgia rating: 7 Strong, 1 Weak. 

Figure 6. Nostalgia RT plotted against autobiographical 
memory rating. 
Autobiographical Memory rating: 7 Strong, 1 Weak. 
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ば，自分の体験を思い出すこととなつかしさを感

じることはほぼ同時に生じており，両者の関連は

非常に強いが，なつかしさ感の最初の生起には，

自伝的記憶の意識的想起は必ずしも必要でないこ

とを示唆するものである． 

	 	 本研究は，これまだ非常に研究の少ない，なつ

かしさ感情生起の実験研究として実施されたもの

である．今回はなつかしさ感情生起の速さに着目

したが，今後，なつかしさ感情の機能的側面やそ

の神経基盤を含めて検討が必要である． 
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